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◇はじめに

◇実験方法および評価方法

電磁力を利用する部品に用いられ
ている軟磁性材料は，比較的粘い

材料であるためバリが発生しや

すいという欠点がある．また，バリ
の発生量は加工条件や工具，工

具摩耗量により変化する．そのた

め，バリが発生し難い最適な加工
条件を選定することが望ましい．

そこで本研究では，軟磁性材料の

旋削加工において，加工条件や工

具の違いがバリの発生と工具摩

耗に及ぼす影響について検討する
ことを目的としている．

◇切削速度の違いが工具寿命に及ぼす影響

◇まとめ
•工具摩耗量が増加し工具の切れ味が低下する
とバリの発生率は増加する．

•工具摩耗を抑える工具を適切に選定すること
により，バリの発生を抑えることができる．

◇工具の違いが工具寿命に及ぼす影響
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